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蒲島知事が、球磨川の河川整備計画に異存なしとしたことで、国は同計画を

策定しました。私たちは、このような暴走に対して、断固として抗議するもの

です。 

先に行われたパブリックコメントでは、提出された意見の内、７割以上が、

流水型ダムに反対するものでした。それに対し、ダムを作るべきという意見は

５％しかありませんでした。公聴会でも、７５％の公述人がダムに反対する意

見を述べています。 

国は、ダムに反対する意見に対し、回答をしていますが、ただ「流水型ダム

が最適である」と回答し、あらゆる意見にそれを繰り返しているだけです。 

ダムは、満杯になれば、何の役にも立ちません。地球温暖化で線状降水帯に

より、いつどこでどんな雨が降るか想定できない時代に、ダムにたよる治水は、

きわめて危険です。緊急放流により、下流区間に、より大きな被害が出ます。 

また、川辺川に１００ｍを超える構造物ができれば、上流と下流が分断され

て、環境が激変することは明らかです。蒲島知事は、ダムに穴さえ開ければ、

環境影響はないと考えているのでしょうか。国は「環境に対する影響を最小化

する」と繰り返すばかりで、清流が失われ、鮎もいなくなることには一言も触

れていません。 

球磨川流域の８０％は森林で、これを保全することは最大の治水対策ですが、

国は「関係者と連携する」と繰り返すばかりで、何ら具体的な対策は示してい

ません。 

国や県は、球磨川本川の水位上昇によるものとしていますが、流域住民の調

査で、先の洪水で亡くなられた方は、山田川など、支川の氾濫によるものであ

ることが明らかとなっています。流水型ダムができても、亡くなられた方の命

を救うことはできないのです。 

また、国は流水型ダム事業の費用対効果を０．４と公表しましたが、１．０

を下回って事業を続けることはできません。 

蒲島知事は、住民の意見や疑問に応えることもなく、不退転の決意で臨むと

述べています。河川法は、住民の意見を聞き公聴会や説明会を開くことを示し

ています。蒲島知事は、強引に流水型ダム事業を押しつけないでください。 

私たちは蒲島知事の暴走に抗議します。 

蒲島知事の暴走を許せません！ 




